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消
防
庁
長
官
表
彰

□
永
年
勤
続
功
労
章
＝
安
藤
克
己

（
明
智
町
）

□
退
職
消
防
団
員
第
２
号
報
償
＝

原
田
昌
孝（
大
井
町
）、西
尾
泰
俊

（
東
野
）、鈴
村
淳
一（
笠
置
町
）、井

戸
章
仁（
中
野
方
町
）、纐
纈
利
光
、

山
口
周
行（
飯
地
町
）、後
藤
哲
也
、

松
井
善
行
、後
藤
昭
彦
、鈴
木
隆

之
、河
原
竜
二（
岩
村
町
）、市
岡
博

久（
山
岡
町
）、後
藤
誠
治
、鈴
木
雅

之
、山
本
達
也
、安
藤
博
之
、藤
岡

正
也
、鈴
木
雅
人
、中
山
裕
規（
明

智
町
）、三
宅
秀
明（
串
原
）、安
藤

英
也
、小
木
曽
正
明（
上
矢
作
町
）

□
消
防
団
等
地
域
活
動
表
彰
＝
セ

ン
ト
ラ
ル
建
設�

岐
阜
県
知
事
表
彰

□
退
職
消
防
団
員
報
償
＝
松
原

慎
、原
千
博
、石
原
慎
也（
大
井
町
）、

牧
野
忠
義（
長
島
町
）、遠
藤
美
孝
、

市
川
智
也（
東
野
）、柘
植
勝
広
、池

（
武
並
町
）、纐
纈
康
広
、吉
田
幸
尚

（
笠
置
町
）、小
出
誠
一
、長
谷
川
悟

（
中
野
方
町
）、纐
纈
雄
二（
飯
地
町
）、

安
藤
道
治
、石
田
祐
一
、遠
山
靖
幸

（
岩
村
町
）、勝
直
樹
、森
下
信
介（
山

岡
町
）、大
島
成
通（
串
原
）、中
垣
知

己
、小
林
尚
明（
上
矢
作
町
）

□
消
防
団
員
優
秀
家
族
賞
＝
度
会

清
・
真
弓（
三
郷
町
）、吉
田
和
人
・

留
美
子
、山
田
英
正
・
珠
美（
武
並

町
）、鷲
見
智
広
・
美
紀
、鈴
村
佳

正
・
真
奈
美
、伊
藤
政
志
・
み
ど
り

（
中
野
方
町
）、纐
纈
和
範
・
小
苗

（
飯
地
町
）、勝
義
治
・
み
か
、伊
藤

剛
生
・
好
江（
山
岡
町
）

□
感
謝
状
＝
明
光
化
成
工
業�
、

本
多
金
属
工
業�
恵
那
工
場
、恵

那
機
器�
、�
西
尾
管
工
業

東
濃
振
興
局
長
表
彰

□
東
濃
振
興
局
長
表
彰
＝
橋
本
孝

純
、古
屋
広
実（
大
井
町
）、西
尾
博

史
、纐
纈
好
朗
、熊
崎
浩
明（
長
島

戸
賢
后
、酒
井
秀
明（
中
野
方
町
）、

藤
井
康
博
（
飯
地
町
）
、
松
浦
史

和
、水
野
正
啓
、石
丸
直
弘（
岩
村

町
）、伊
藤
晴
夫
、市
川
文
孝（
山
岡

町
）、寺
澤
輝
信
、伊
藤
昌
由（
明
智

町
）、原
和
也
、大
平
和
幸
、荒
田
宏

二（
上
矢
作
町
）、山
口
恵（
長
島
町
・

音
楽
隊
）

□
永
年
勤
続
功
労
章
＝
柘
植
進

（
笠
置
町
・
音
楽
隊
）、千
藤
敏
美

（
東
野
）、成
瀬
正
宏（
串
原
）、水
野

富
夫（
長
島
町
）

□
勤
続
功
労
章
＝
町
野
康
秀（
長

島
町
）、山
内
聖
司
、市
川
高
世（
武

並
町
）、長
谷
部
良
孝（
飯
地
町
）、

西
尾
明
弥（
岩
村
町
）、勝
直
樹（
山

岡
町
）、岩
本
龍
次（
明
智
町
）、安

藤
康
博（
串
原
）、有
田
重
信
、安
藤

哲
也
、小
林
尚
明（
上
矢
作
町
）

□
功
労
章
＝
吉
田
和
人（
長
島
町
）、

土
屋
敏
昭（
三
郷
町
）、中
川
公
宏
、

安
藤
政
志
、中
垣
良
章
、山
本
芳
久

町
）、鷲
見
正
男（
笠
置
町
）、纐
纈

和
範
、長
谷
部
昭
人
、曽
我
文
弘
、

柘
植
正
昭
、纐
纈
幸
良（
飯
地
町
）、

三
輪
武
文
、吉
村
新
悟（
岩
村
町
）、

勝
義
治
、西
尾
元
宏（
山
岡
町
）、安

藤
隆
光
、後
藤
光
孝
、堀
浩
明
、伊

藤
淳
介（
明
智
町
）、成
瀬
和
史
、大

島
光
洋（
串
原
）、川
上
泰
尚
、西
久

保
秀
樹（
上
矢
作
町
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

□
精
績
章
＝
西
尾
高
司（
大
井
町
）、

伊
藤
雅
典（
武
並
町
）

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰

□
功
績
章
＝
可
知
信
幸
、三
宅
英

機
、鈴
村
仁
志
、砂
場
嘉
仁（
大
井

町
）、藤
井
新
悟
、安
田
光
宏
、牧
野

真
司（
長
島
町
）、古
川
暉
久
、佐
々

豪
治
、渡
邉
浩
樹（
東
野
）、西
尾

実
、藤
井
貴
浩
、牧
野
健
治
、渡
邉

勝
久
、小
林
浩
樹
、安
藤
潤
也（
三

郷
町
）、山
本
和
博（
武
並
町
）、遠

藤
男
利
、安
田
直
哉
、山
本
忠
秋
、

鈴
村
哲
也（
笠
置
町
）、池
戸
靖
博
、

柘
植
一
喜
、鈴
村
公
徳（
中
野
方

町
）、纐
纈
信
吾
、纐
纈
重
治（
飯
地

町
）、�
目
直
也
、吉
村
新
悟
、吉
村

政
則
、佐
々
木
啓
二（
岩
村
町
）、市

川
重
宏
、三
浦
和
彦
、勝
義
治
、西

尾
元
宏
、勝
英
雄
、稲
垣
真
樹
、杉

山
昭
夫
、佐
々
木
知
也
、桜
井
友

紀
、佐
々
木
雅
浩（
山
岡
町
）、安
斎

宏
文
、山
田
勉
、安
藤
隆
光
、後
藤

光
孝
、工
藤
賢
二
、堀
哲
也
、鈴
木

直
哉
、松
原
忠（
明
智
町
）、三
宅
雄

大（
串
原
）、川
上
泰
尚
、西
久
保
秀

樹
、前
田
孝
幸
、川
路
直
人
、川
上

栄
一（
上
矢
作
町
）

□
二
十
年
勤
労
章
＝
小
林
修
一（
長

島
町
）、安
藤
道
治
、石
田
祐
一（
岩

村
町
）、勝
直
樹（
山
岡
町
）、松
川

浩
司
、山
村
建
哉
、安
藤
卓
也
、鈴

木
克
哉（
明
智
町
）、平
林
和
夫
、安

藤
高
広（
串
原
）、小
林
尚
明
、西
尾

道
正
、中
根
昌
喜
、近
藤
宏
昭（
上

矢
作
町
）、鵜
飼
孝
志（
大
井
町
・
音

楽
隊
）

□
十
五
年
勤
労
章
＝
鈴
木
悟
、熊

澤
裕（
大
井
町
）、川
上
隆
久
、山
本

浩
二
、藤
井
新
悟（
長
島
町
）、佐
々

木
強
、石
田
学
、後
藤
茂
広（
三
郷

町
）、吉
田
和
人
、中
垣
良
章
、山
本

章
生（
武
並
町
）、和
田
優
司
、市
川

哲
哉
、吉
田
亨
、鈴
村
直
哉（
笠
置

町
）、長
谷
部
良
孝
、柘
植
光
洋
、安

藤
元
和（
飯
地
町
）、中
根
崇
喜
、小
木

曽
亙
、小
川
道
義
、後
藤
正
明
、市

川
智
康
、遠
山
政
良
、小
林
靖
明
、伊

藤
原
宏
、堀
井
義
則（
岩
村
町
）、

佐
々
木
和
得
、勝
英
雄
、西
尾
央
、水

野
孝
彦
、中
島
健
児（
山
岡
町
）、片

桐
昌
伸
、桜
井
英
貴
、堀
康
仁
、後

藤
紀
章
、太
田
郁
也（
明
智
町
）、大

島
光
洋
、堀
恵
正
、後
藤
優
、大
島

秀
治（
串
原
）、前
田
孝
幸
、小
木
曽

忠
良
、大
島
啓
貴
、川
上
真
太
郎
、

長
谷
川
健
太
郎（
上
矢
作
町
）

市
消
防
出
初
式

３
９
２
の
個
人
と
団
体
を
表
彰

　

１
月
９
日
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成　

年
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

２２

た
。
式
典
で
は
、
地
域
防
災
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
た
消
防
功
労
者
と
し
て
、
３
６
４

人
９
家
族　

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で

１９

す
。（
地
域
別
・
敬
称
略
）

□
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
消
防
課�
２
６
―
０
１
１
９

15　2010.1.15

　

平
成　

年
第
６
回
市
議
会
定
例

２１

会
本
会
議
で
、
各
行
政
委
員
会
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
た
に

任
命
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員　

荻
山
信
幸
（
武
並
町
）

　
　

総
務
課
（
内
線
３
０
６
）

□
教
育
委
員
会
委
員　

井
口
道
雄

（
大
井
町
）

　
　

教
育
委
員
会
総
務
課�
４
３

―
２
１
１
２

紹
介

各
行
政
委
員
会
の
新
委
員

　まちづくり活動とは、市民が仲間

と一緒に、子育てや福祉、環境など、

まちの課題解決に向け、自分たちで

取り組む活動です。

　この事業は、市民のまちづくり活

動を支援するため、市が経費の全額

または一部を助成するものです。

　活動計画の立て方や書類の記入の

仕方など、まちづくり市民協会で、

事前に相談できます。皆さん、ぜひ

活用してください。

□助成内容　 ▽ファーストステップ

部門＝新たな活動に挑戦するグルー

プに１年間だけ、まちづくり活動費

助成対象額の全額（原則上限５万円）

を助成　 ▽まちづくり活動部門＝ま

ちづくり活動費助成対象額の３分の

２（原則として上限５０万円）を助成

▽市民提案型協働部門＝市と一緒に

行うことで、より効果が見込まれる

事業。　事業費は全額補助（上限３０万

円）

□応募資格　 ▽市内活動であること

▽まちづくり活動に情熱を持ってい

る方　 ▽事業計画が具体的であるこ

と　 ▽５人以上のグループ（構成員

の過半数以上が市内で活動し、かつ

市内に在住か在勤、または在学して

いる者で構成する団体）　 ▽未成年

者のみのグループは成人の責任者が

必要

□応募期間　 ▽市民提案型協働部門

＝２月１日�～１５日�　 ▽ファース

トステップ部門＝２月１５日�～２７日

�　 ▽まちづくり活動部門＝２月１５

日�～２７日�

□応募用紙　まちづくり市民協会、

まちづくり推進課、各振興事務所、

文化センター、福祉センター、まち

づくり市民協会ウェブサイトhttp://

machi.volunpo.net/ で取得できます。

□申し込み方法　応募用紙に必要事

項を記入の上、まちづくり市民協会

へ直接持参してください。

□受付時間　日曜日、祝日を除く午

前１０時～午後４時。土曜日は午前９

時～１１時

【事業説明会を開催】

□岩村会場　 ▽とき＝１月２３日�午

後１時半～３時　 ▽ところ＝岩村振

興事務所２階大会議室

□明智会場　 ▽とき＝１月２４日�午

後１時半～３時　 ▽ところ＝明智振

興事務所ききょう会議室１・２

※まちづくり市民協会では随時相談

に応じます

　　　　まちづくり市民協会� �２０-

０６５７�kyoukai@volunpo.net 、まちづ

くり推進課（内線６２９）

�平成２１年度まちづくり助成団体活動紹介�

▲まちの小さなエコグループ　ダン
ボールコンポストで生ごみから堆肥を
作り、捨てられる生ごみを生かす活動

平成２２年度まちづくり市民活動推進助成事業に応募してください

▲

中
山
道
大
井
宿
し
ぶ
ろ
く　

大
井

町
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
る
た
め
、

キ
ツ
ネ
に
扮
し
て
街
中
を
練
り
歩
く

お
月
見
参
り
を
開
催

▲

ね
こ
は
な
会　

地
域
や
家
庭
を
花

で
い
っ
ぱ
い
に
す
る
活
動

問問

【審査員を募集】
　当助成事業に、応募した事業の

活動計画や、公共性を審査し、助

成金の額などを決める審査員を募

集します。

□定員　２人（無償）

□対象　市内在住の方

□締め切り　２月２７日�

□応募方法　応募理由を４００字以

内にまとめて、提出してください。

面談により決定します。

□助成事業審査会　３月１３日�

問・申

任期　平成２１年１２月１６
日～平成２４年１２月１５日

任期　平成２１年１２月１６
日～平成２５年１２月１５日
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　：問い合わせ　　：申し込み問 申　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　

第
２
弾
の
パ
ン
教
室
は
、
メ
ロ

ン
パ
ン
＆
ク
リ
ー
ム
パ
ン
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
前
９
時

３１

半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館
調
理
室

□
対
象　

小
学
５
年
生
以
上

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１５

□
参
加
費　

▽
１
人
分（
材
料
代

込
）＝
会
員
７
０
０
円
、非
会
員
１

０
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
ッ
パ
ー（
持
ち
帰
り
用
）

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局�
�
２
５

―
０
０
６
８

　

第
８
回
い
わ
む
ら
城
下
町
の
ひ

な
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

江
戸
期
か
ら
代
々
伝
わ
る
由
緒

あ
る
、
ひ
な
人
形
や
、
岩
村
藩
主

邸
に
ま
つ
わ
る
古
今
び
な
、
天
保

年
間
に
つ
く
ら
れ
た
御
殿
び
な
な

ど
、
趣
き
の
あ
る
、
ひ
な
人
形
を

約　

カ
所
で
展
示
し
ま
す
。

７０

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
と
歴
史
あ
る
ひ
な
人
形
め
ぐ
り

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

え
な
イ
ー
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

パ
ン
教
室
を
開
催

□
と
き　

２
月
６
日�
―
４
月
４

日�□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り
・
本

通
り
周
辺
（
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
）

　
　

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら
事

務
局�
４
３

―
４
６
２
２
、

市
観
光
協
会

岩
村
支
部�

４
３
―
３
２

３
１

　

介
護
さ
れ
る
方
の
自
然
な
動
き

を
引
き
出
す
介
護
法
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

『
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
』で
も
取
り

上
げ
ら
れ
た
ミ
ラ
ク
ル
介
護
術

を
、一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
市

民
活
動
推
進
助
成
事
業
の
支
援
を

受
け
て
い
ま
す
。

□
と
き　

２
月　

日�
午
前　

時

１０

１０

―
午
後
４
時

□
と
こ
ろ　

武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

□
講
師　

青
山
幸
広
先
生

□
受
講
料　

１
５
０
０
円

　
　
　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ゼ

ロ
ハ
チ
の
会
事
務
局�
�
２
６
―

２
６
０
２
（
永
石
）

介
護
負
担
を
激
減
さ
せ
よ
う

ミ
ラ
ク
ル
介
護
術

い
わ
む
ら
城
下
町
の
ひ
な
ま

つ
り
、２
月
６
日�
か
ら

問

み
ん
な
の
掲
示
板

申
・
問

申
・
問

　

恵
那
み
そ
寒
仕
込
み
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
方
法

で
、
み
そ
を
製
造
し
て
い
る
「
む

つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の

メ
ン
バ
ー
が
指
導
し
ま
す
。
仕
込

み
を
終
え
た
後
、　

月
に
蔵
出
し

１２

を
行
い
、
み
そ
を
５�
ず
つ
渡
し

ま
す
。

□
と
き　

２
月
３
日�
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

む
つ
み
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
（
武
並
町
竹
折
３
２
８

―
６
７
）

□
定
員　
　

人
２０

□
受
講
料　

５
０
０
０
円

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
（
先

２９

着
順
）

　
　
　
　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
総

合
管
理
セ
ン
タ
ー�
２
５
―
８
０

０
８
（
火
曜
日
―
金
曜
日
の
午
前

９
時
―
午
後
５
時
）

　

施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

市
長
と
の
意
見
交
換
③
施
設
見
学

な
ど
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
活
動　

④
市
政
の
Ｐ

Ｒ
活
動

□
資
格　

市
内
に
住
む

　

歳
以
上
の
方
（
公
職
に
あ
る
方

２０は
除
く
）

□
定
員　
　

人
以
内

１５

□
任
期　

平
成　

年
４
月
１
日
―

２２

平
成　

年
３
月　

日

２３

３１

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き
、
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
、「
市
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
」
と

し
、
①
住
所
②
氏
名
③
生
年
月
日

④
性
別
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
―
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た

場
合
は
、
地
域
・
年
齢
な
ど
を
考

慮
し
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
２６

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）企
画
課
広
報
広
聴
係

（
内
線
３
１
９
）�

info＠
city.en

a.lg.jp

□
職
種　

①
一
般
職
員
＝
給
食
調

理
業
務
１
人　

②
嘱
託
職
員
＝
道

路
な
ど
の
保
守
業
務
１
人　

③
嘱

託
職
員
＝
資
源
ご
み
収
集
業
務
２

人　

④
嘱
託
職
員
＝
簡
易
水
道
管

理
業
務
１
人

□
給
与  
公
社
規
程
に
よ
る

□
応
募
資
格　

①
調
理
師
免
許
及

び
普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ｍ
Ｔ
）

取
得
者　

②
③
④
普
通
自
動
車
運

転
免
許
（
Ｍ
Ｔ
）
取
得
者

□
採
用
予
定
日  
①
４
月　

日�
２６

（
２
月　

日�
か
ら
２
カ
月
間
研

２６

修
あ
り
）　

②
２
月　

日�
　

③

２６

④
４
月
１
日�

□
申
込
期
間　

１
月　

日�
―　

２１

２９

日�□
申
し
込
み
方
法  
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
・
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
）
を
持
参
し
、
市
施
設
管
理

公
社
事
務
局
に
申
し
込
む
。

　
　
　
　
�
市
施
設
管
理
公
社�

２
５
―
８
２
１
３

　

来
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

□
活
動
内
容　

①
年
６
回
程
度
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
市
政
に
関

す
る
ご
意
見
な
ど
の
提
出　

②
モ

ニ
タ
ー
会
議
（
年
２
回
程
度
）
で

募
集

第　

回
恵
那
み
そ
寒
仕
込
み

２０
講
座
受
講
生

あ
な
た
の
視
点
で
恵
那
市
を

チ
ェ
ッ
ク

施
設
管
理
公
社
の
職
員

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲江戸期より伝わる
ひな人形

17　2010.1.15

　

山
岡
町
の
冬
、
細
寒
天
の
生
産

が
一
気
に
始
ま
り
、
田
園
地
帯
は

白
く
染
め
ら
れ
ま
す
。

　

山
岡
細
寒
天
の
美
し
い
風
景
を

写
真
に
収
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
。

□
テ
ー
マ　

寒
天
の
あ
る
風
景

□
応
募
企
画　

白
黒
か
カ
ラ
ー
の

四
つ
切
り（
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
可
）

の
単
写
真
（
山
岡
町
周
辺
で
１
年

以
内
に
撮
影
さ
れ
、
自
作
･
未
発

表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

□
応
募
方
法　

応
募
票
に
、
①
題

名
②
住
所
（
郵
便
番
号
）
③
氏
名

（
ふ
り
が
な
）④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電

話
番
号
―
を
記
入
の
上
、
作
品
の

裏
側
に
貼
り
付
け
、
提
出
（
郵
送

可
）

□
締
め
切
り　

３
月　

日�
３１

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
６
０
３

山
岡
町
下
手
向
１
８
６
５
―
１
県

寒
天
水
産
工
業

組
合
「
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」

係�
５
６
―

２
５
３
８

募
集

山
岡
細
寒
天
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品

申
・
問

２月の相談
●法律相談（要予約）

５日�・１９日�午後１時～４時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□申 ・□問 

１２日�午後１時～４時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□申 ・□問 

２６日�午後１時～４時
山岡振興事務所応接室
山岡振興事務所振興課�５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
□申 ・□問 
●家庭・地域・職場なんでも相談

１４日�午後２時～５時、２４日�午後６時～９時
中公民館１階第５会議室
まちづくり推進課�２６-２１１１（内線６２９）

と　き
ところ
□問 

●結婚相談
２０日�午後２時～４時
岩村公民館２階第二研修室
少子化対策推進室�２５-１１５５

と　き
ところ
□問 

●こころの健康相談（要予約）
４日�・２６日�午後２時～４時
恵那保健所１階一般診察室
恵那保健所�２６-１１１１（内線２６２）

と　き
ところ
□問 

●消費生活相談
毎週����午前９時～午後４時
東濃振興局恵那事務所振興課
�２６-１１１１（内線２１１）

と　き
ところ
□問 

●福祉総合相談
毎週月～金曜日午前９時～午後４時
市役所１階福祉安心サポートセンター
相談用直通�２６-２２１２

と　き
ところ
□問 

●ねんきん特別便相談
毎週木曜日午前９時～午後４時
市役所１階市民課
市民課年金係�２６-２１１１（内線１４４・１４５）

と　き
ところ
□問 

●行政相談
５日�午前９時～１１時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□問 

１７日�午後１時～３時
岩村振興事務所相談室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

２５日�午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課�５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
□問 

１０日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

１０日�午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課�４７-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

●人権相談
１０日�午後１時～３時
中公民館相談室
総務課�２６-２１１１（内線３０７）

と　き
ところ
□問 

２３日�午後１時～３時
岩村公民館第１研修室
岩村振興事務所振興課�４３-２１１１（内線２６５）

と　き
ところ
□問 

２６日�午後１時～３時
山岡公民館会議室
山岡振興事務所振興課�５６-２１１１（内線１１１）

と　き
ところ
□問 

１０日�午後２時～４時
明智公民館２階会議室
明智振興事務所振興課�５４-２１１１（内線１１６）

と　き
ところ
□問 

１０日�午後１時～３時
串原コミュニティセンター和室
串原振興事務所振興課�５２-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

１０日�午後１時～３時
上矢作振興事務所
上矢作振興事務所振興課�４７-２１１１（内線２３）

と　き
ところ
□問 

　

５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
、
交
通
遺
児
の
方
に
激

励
金
を
贈
り
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
。
①
５
月
５
日
現
在
、
県

内
に
居
住
し
て
い
る
方　

②
交
通

事
故
で
、
そ
れ
ま
で
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母
（
そ
れ

に
代
わ
る
方
）
を
亡
く
し
た
方　

③
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
方
か
、

高
等
学
校
在
学
中
（
高
等
専
門
学

校
３
年
修
了
ま
で
の
方
、
特
別
支

援
学
校
の
高
等
部
在
学
中
の
方
を

含
む
）
で
満　

歳
未
満
の
方

２０

※
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子

縁
組
し
た
方
。
父
ま
た
は
母
が
再

婚
し
生
計
を
共
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
方
は
除
き
ま
す

□
激
励
金
の
額（
１
人
当
た
り
）　

▽
乳
幼
児
・
小
学
生
＝
１
万
５
千

円　

▽
中
学
生
＝
２
万
円　

▽
高

校
生
な
ど
＝
２
万
５
千
円

□
締
め
切
り　

２
月　

日�
１５

　
　
　
　

防
災
対
策
課
（
内
線
３

１
６
） 案

内

交
通
遺
児
の
方
に
激
励
金
を

贈
り
ま
す

申
・
問
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市
の
行
政
評
価
の
取
り
組
み
と

し
て
、
事
務
事
業
成
果
表
を
、
公

表
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
事
業
成
果
表
と
は
、
市
の

行
っ
て
い
る
事
務
事
業
に
つ
い

て
、
フ
ル
コ
ス
ト
（
経
費
）
や
利

用
者
数
、
活
動
指
標
、
成
果
指
標

の
状
況
か
ら
、
そ
の
進
行
を
管
理

す
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
平
成

　

年
度
事
業
の
う
ち
、
６
２
３
の

２０事
後
評
価
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

成
果
表
は
、
企
画
課
窓
口
か
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
市
政

の
案
内
」
の
「
行
政
評
価
関
連
資

料
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

　

平
日
に
、
仕
事
な
ど
の
都
合

で
、
納
税
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方

や
、
理
由
が
あ
り
市
税
を
納
期
限

ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
休
日
納
税
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
市
税
納
付
も
受
け

う
た
め
、期
間
延
長
の
計
画
変
更

案
を
縦
覧
し
ま
す
。意
見
の
あ
る

方
は
、縦
覧
期
間
中
に
、意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
―
２
月
４

２２

日�□
と
こ
ろ　

下
水
道
課

　
　

下
水
道
課
（
内
線
１
７
１
）

　

農
林
水
産
省
は
、
２
月
１
日
現

在
で
、「
２
０
１
０
年
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
内
の
農
林
業
・
農

山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で

す
。
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

家
・
林
家
を
訪
問
し
、
調
査
票
を

配
布
し
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し

た
事
項
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

企
画
課
（
内
線
３
３
３
）

付
け
ま
す
。
来
庁
の
際
は
納
税
通

知
書
ま
た
は
督
促
状
か
催
告
書
、

認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

１
月　

日�
午
前
９
時

２４

―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

税
務
課
窓
口

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
も
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
係
（
内
線
５
０

７
）

　

小
沢
山
土
砂
採
取
場（
岩
村
町

飯
羽
間
字
小
沢
山
地
内
）の
設
置

に
つ
い
て
、事
前
協
議
書
と
添
付

図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。意
見
の
あ

る
方
は
、縦
覧
期
間
中
に
、意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
と
き　

１
月　

日�
―
２
月
１

１９

日�□
と
こ
ろ　

水
道
課

　
　

水
道
課
（
内
線
１
６
２
）

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業（
竹
折
処
理
区
）に
つ
い
て
、一

部
の
工
事
の
期
間
を
延
長
し
て
行

案
内

竹
折
処
理
区
の
下
水
道
事
業

計
画
案
を
縦
覧

　

次
の
地
区
の
地
籍
調
査
が
終
了

し
、登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。市
内

の
地
籍
調
査
の
登
記
完
了
面
積
は

１
１
１
・
２
１
平
方�
で
、完
了
率

は　

・
７�
と
な
り
ま
し
た
。

２５

▲農林業センサスのイメージ
キャラクター「つっちー」

□
串
原
松
本
地
区　

▽
面
積
＝

１
・
６
３
平
方�
　

▽
筆
数
＝
１

１
７
４
筆

□
上
矢
作
町
漆
原
本
郷
地
区　

▽

面
積
＝
０
・
２
２
平
方�
　

▽
筆

数
＝
４
９
筆

　
　

地
籍
調
査
推
進
室�
４
３
―

２
１
１
１

給食のことをもっとよく知ろう
学校給食フェアを開催

　学校給食についての講話や試食会な

ど、市民の皆さんに給食への理解を深め

てもらうため、学校給食フェアを開催し

ます。本年度は、市内の全学校給食セン

ターで、試食会を行います。詳細は各学

校給食センターへ問い合わせください。

【施設見学】

　恵那市学校給食センターのみ、施設見

学ができます。申し込み不要。

□とき　１月２８日�、２９日�午前９時半

～午後１時半

□ところ　恵那市学校給食センター

【試食会】

□とき　１月２８日�正午～午後１時（恵

那市学校給食センターは２９日�も開催

し、両日とも午前１１時４５分～午後１２時４５

分）

□ところ　各給食センター（岩村会場は

岩邑小学校）

□定員　１５人（先着順。恵那市学校給食

センターは３５人）

□申し込み方法　１月２２日�、２５日�に

各センターへ申し込む。

　　　　恵那市学校

給食センター�２６-

１６３３、岩村学校給食セ

ンター�４３-２８０９、山

岡学校給食センター

�５６-２７６２、明智学校給

食センター�５４-３６１５

休
日
納
税
相
談
を
利
用
く
だ

さ
い

小
沢
山
土
砂
採
取
場
の
事
前

協
議
書
を
縦
覧

市
役
所
の
仕
事
の
成
果
を
公

表
し
ま
す

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
協
力
く

だ
さ
い

地
籍
調
査
事
業
の
登
記
完
了

問

問 問

問問

問

　：問い合わせ　　：申し込み問 申　：問い合わせ　　：申し込み問 申

問・申

19　2010.1.15

市の人口（１月１日現在）
総数　５５,５４４人（－７１）
 男 　２６,８５７人（－３９）
 女 　２８,６８７人（－３２）
世 帯 　１９,１５８世帯（－８）
（　）内は前月との比較
市内の火災（１２月）
建物 ２件（１２件）
その他 ０件（２４件）
（　）内は１月からの累計

市内の交通事故（１２月）
人身事故 １３件（１８４件）
物損事故 １７０件（１,６４８件）
負傷者 ２０人（２４６人）
死者 ０人（１人）
（　）内は１月からの累計
救急車出動回数（１２月）
１７１回（２,０１８回）
（　）内は１月からの累計

シアター恵那２月の開催情報

□問い合わせ　シアター恵那�２５-７７６７（開門午前１０時）

http://www.kasamatsu-keiba.com/

※名古屋競馬も全レース発売します。１４日�は、佐
賀競馬を全レース発売します

　

恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所

が
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
普
段
の
生
活
に

出
会
い
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
る

方
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
出
会
い

を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

２
月
７
日�
午
前　

時
１１

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

□
内
容　

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

□
募
集
人
数　

男
女
各　

人
（
応

２０

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

□
対
象
者　

独
身
男
性
（
年
齢
・

婚
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
市
内
在
住

の
方
で
登
録
が
必
要
）、
独
身
女

性
（
年
齢
・
婚
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

□
参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、

女
性
３
０
０
０
円

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

１
月　

日�
３０

　
　
　
　

市
少
子
化
対
策
推
進
室

（
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
内
）�
２
５

―
１
１
５
５�
２
５
―
１
１
５
９

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
人
は
、

２０

６０

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
保
険
料
の
納
付
が
で

き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
や
免
除
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
保
険

料
の
未
納
が
続
く
と
、
年
金
を
受

け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
。
不
慮
の

事
故
な
ど
で
、
障
が
い
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

も
、受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
、
年
金

２０
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

市
民
課
年
金
係
（
内
線
１
４

４
）

出
会
い
の
出
発
応
援
し
ま
す

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

案
内

　

歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
年
金

２０加
入
の
手
続
き
を

問

申
・
問

□如月シリーズ　７日�～１２日�
□梅花シリーズ　２１日�～２６日�


